
第１号様式（第６条関係）                     

 （表） 

平成２７年９月１６日 

地域みんなでまちづくり会議活動報告書 

 

  地域みんなでまちづくり会議の内容について次のとおり報告します。 

地 区 名 第八小学校通学地域 報告者氏名 雨宮 則和 

開催日時 平成２７年９月３日（木） 午後７時から７時５０分まで 

会  場 残堀・伊奈平地区会館 集会室 

参 加 者 
市長の出席（有・無） 市民１１名、地域担当職員３名 

合計１４名（うち男性１１名 女性３名） 

（議題等） 

１ 第八小学校通学区域防犯講演会、情報交換会及び今後の活動について 

２ その他 

 ⑴ 次回検討事項及び開催日について 

 ⑵ メールアドレスの登録について 

（結論（決定した方針、解決すべき課題、保留事項等）） 

１ 第八小学校通学区域防犯講演会、情報交換会及び今後の活動について 

 ⑴ 防犯講演会及び情報交換会と同種の取組を次年度以降も行う。 

 ⑵ 各団体や個人間が連携できる機会を創出できるような取組を今後検討する。 

２ その他 

  特になし 

   

（会議の内容） 

１ 第八小学校通学区域防犯講演会、情報交換会及び今後の活動について 

 ○ 事例を交えた話があってよかった。連絡先の交換ができたこともよかった。今後の活動 

  に活かすことができ、有意義であった。これからも続けていければよいと考える。 

 ○ 今行っていることを継続することが必要である。その場その場で流されてはいけない。 

 ○ 五中のコミュニティ、三ツ藤の団体、残堀など各団体が共通認識を持てればよい。年に 

  １度でも、このような取組があるとよい。地域みんなでまちづくり会議が先導するとよい。 

  八小に防犯部があるが、諸活動に先生方の参加が得られれば、更に実効性のあるものとな 

  る。 

 ○ 警察の方から話を聴くことができる機会は有意義である。 

 ○ 初めての試みとしては、及第点である。顔合わせができたので、これから様々な情報 

  交換を行いたい。 

 ○ 最初の取組としては、うまくいった。 

 ○ 先ずは、顔を合わせる。次は、連絡網作成。次は、皆で一度集まって実際にやってみよ 

  うといった動きにつながれば最良である。 

 （日本工業規格Ａ列４番） 



     （裏） 

 ○ 警察を招く講習会などは、春先が多い。 

 ○ ４月は、各団体の役員の改選時期であるから、５～６月の各団体が落ち着く頃はどうか。 

 ○ 五中校区のパトロールも定期的に行われているが、関係機関との連携は大事であると 

  考えている。 

 ○ 来年度も続けていければよいと考える。 

 ○ 来年度も実施したい。共通認識が持てるよい機会である。 

 ○ 誰に頼むか、今後誰を呼ぶかも含め、意見交換会を通じて、地域に根差した取組を広め 

  る方策が必要である。 

 ○ 子ども会、老人会、自治会の加入率の低下が進んでおり、どうしたら活性化するか悩ん 

  でいる。 

 ○ 現在、毎日、三ツ藤の南公園でラジオ体操を約４０人で行っている。こうした取組も 

  地域に寄与している。 

 ○ 今回の講演会及び情報交換会を契機として、防犯をはじめとした活動を通じた取組を行 

  い、地域の活性化につなげていきたい。 

２ その他 

 ○ 今後の開催通知や連絡事項は、可能な限りメールにより行いたいため、会員のメールア 

  ドレスの登録をお願いしたい。 

 ○（出席者）了承。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次回予定） 

日  時  平成２７年１２月７日（月） 午後７時 

会  場  残堀・伊奈平地区会館 集会室 

議 題 等  今後の活動について 

 

（地域担当職員） （協働推進課） （協働推進課処理欄） 

班員 副班長 班長 担当 主査 課長 

      



 

 


